
－導入前の問題点－
●オフコン時代より継承しているシステムの更新・維持
　が限界に達した
●インターネットを介した複数拠点連携に対応しにくい
●OSや連携ソフトの今後の変化に対応するのが難しい
●中長期のカスタマイズ対応に限界がある

－導入後の変化－
●従来システムと変化ない工種別の集計管理

●複数拠点とスムーズに連携

●拠点間で同時閲覧・入力が可能に

●容易で経済的なカスタマイズが可能に

新潟県中越地区をメインエリアに、舗装工事を
主体とした側溝、擁壁等の土木工事一式を手が
ける株式会社北越舗道。

施工管理技術者以外の現場作業員もプロパー化
して配置する約70名規模の陣容で、災害復旧へ
の対応も含めた機動性と工事品質を確保し、一
般土木工事から冬季の道路除雪作業などの地域
貢献にも対応している。「アイキューブ本家シ
リーズ」は昨年秋に導入し、移行期間を経て今
年4月から本格運用をスタートした。運用による
効果とともに、今後の活用によるビジョンを伺
ってみた。

　北越舗道が「アイキューブ本家シリーズ」以前に使
用していたのは、30年以上前のオフコン時代から導入
されていた、自社専用に開発した原価管理ソフト。オ
フコンからパソコンへの切り替え後も引き継がれてい
たが、今後の環境変化を考慮した上での変更や維持管
理に、すでに対応していくのが難しいと判断。パッケ
ージソフトへの移行が決断された。

斎藤氏：従来より使用していた自社専用ソフトでは、
今後のOSの変更やExcel等の連携ソフトのバージョンア
ップに、もう対応できないだろうということが明白で
した。オリジナルのソフトにこだわるとすれば、その
カスタマイズやメンテナンスに社内に情報システム担
当の専任要員を置かなければいけない。当社の規模と
しては、それは現実的ではありません。また、従来シ
ステムでは外部からの一斉入力などに排他的な部分が
あり、インターネットVPNなどのネットワーク環境に
対応しにくい部分がありました。将来性とフットワー
クの部分で新規パッケージの導入を決めました。

　導入の検討に着手したのは2012年春ごろ。オフコン
時代からの従来ソフトのデータ管理方法に大きな違い
がなく、移行がスムーズに行われることを念頭に複数
のパッケージを検討。最終候補2つの中から「アイキュ
ーブ本家シリーズ」の導入が決定された。

斎藤氏：導入の決め手になったのは、これまで使って
きた原価管理ソフトと大きなズレがなかったこと。
「アイキューブ本家シリーズ」の集計管理は要素別で
はなく工種別であったことが大きかったですね。当社

工種別での原価管理が導入の決め手に

株式会社北越舗道
総務部部長　斎藤 博氏

株式会社アイキューブ
代表取締役　山本武史

北越舗道様　導入システム
●原価本家　　　　　　　　　　30ライセンス
●出面本家　　　　　　　　　　30ライセンス
●入金本家　　　　　　　　　　30ライセンス
●出面Supper　オプション
●弥生給与

■一般土木（舗装工事業） アイキューブ　ユーザー事例

株式会社北越舗道 様

短工期という事業特性にマッチした工種別の集計で
複数拠点との連携もスムーズに実現



ネットワーク構成

ところもありますが、電話対応のほかリモートサービ
スを活用することでクイックに対応していただいてい
ます。特にオペレーションモニターをそのまま使って
サポートしていただけるリモートサービスは、素人に
とっては分かりやすいと好評です。工事日報の入力効
率も、「前日コピー」機能により旧来システムより早
くなったと担当者から聞かされています。

　「実務者としては困ることはすぐに指摘できても、
良い点というのはなかなかお話しできない。できて当
たり前という感覚があるから」と笑う斎藤氏。

斎藤氏：その意味では、パッケージを新たに導入する
と半年ぐらいは毎日のように担当者が来社して調整対
応をしていることも珍しくない。それがなく、ほとん
どを電話とリモートで運用サービスがこと足りている
わけだから、「アイキューブ本家シリーズ」の導入と
ここまで1年間の運用は、順調といえるのではないで
しょうか。

現在は、各拠点から取り寄せた日報を本社で集中管理
して入力しているが、徐々に営業所ごとに、そして現
場担当者ごとに入力管理を分担させることで独立採算
制に近い体制を打ち出していきたいと考えています。
各現場で、日々動いている工種別の原価を把握する。
そんな意識付けに「アイキューブ本家シリーズ」を活
用していくつもりです。

順調な運用で困ったことは皆無

アイキューブ　ユーザー事例

株式会社北越舗道 様
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は舗装工事業という特性上、施工期間が非常に短い。
要素別の管理項目の中で、たとえば材料費管理を重視
するよりは工程の段取りや働き方の構成の方が重要に
なってきます。その意味では工種別に毎日、原価を見
ていける「アイキューブ本家シリーズ」が適していま
した。

　1ヶ月以内の短期ですべての工程が終了してしまう
ことがほとんどの、舗装工事業ならではの視点にマッ
チした「アイキューブ本家シリーズ」だが、低価格で
容易なカスタマイズ性も導入の大きなポイントになっ
たようだ。

斎藤氏：OSや連携ソフトとの兼ね合いもそうですが、
入札要件などの法改正や会社の成長度による視点の変
化にも対応するため、中長期でのカスタマイズは当然
発生します。10年後には当社が必要とする原価管理の
方法やデータの見方と活用方法が変化したとしてもお
かしくありません。時代が変わってもデータを残して
いくのがシステム管理の命題であり、当然、同じパッ
ケージで管理していきたい。そんなときのカスタマイ
ズ性も評価して導入を決定しています。

　導入の決定は2012年9月。導入時には出面管理で個
人の出勤簿などが追加され、勤怠データから弥生給与
に連携して運用が開始された。インターネットVPNを
介して営業所等6拠点と結ばれ、相互閲覧・入力が可
能になっている。

斎藤氏：昨秋から約半年間の併用期間を経て、2013年
4月に「アイキューブ本家シリーズ」への完全移行を
完了しました。オペレーティングでは、まだ不慣れな

中長期の活用変化にも対応可能なシステム
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現在は本社事務員2名が主に入力を担当
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